
年間使用量） 
灯油22kL(220万円) 
 54t-CO2

①ケイ酸資材製造型 

バイオマスボイラーで大量のもみ殻をケイ酸資材化しエネルギーも活用
【設定】 

 ○ 施設で11月～3月までの150日間，日中の稼働 

 ○ ５０万kcal／h タイプ 使用 

             参考） 花の湯館  ： ６３万kcal温水器×２台 

灰 ６０ｔ
可溶性ケイ酸 

50～60％

【特徴】 ○可溶性ケイ酸を５０％から６０％含有する焼却灰を製造 

    ○射水市で稼働しているボイラーの2.5倍の規模を想定 

    ○カントリーに隣接設備が必要 

【課題】 ○肥料化については燃焼灰の品質や価格などが不透明 

     ○供給熱量が多いため，余剰熱の対策が必要 

もみ殻使用量 ３００ｔ／年 

ボイラー価格 ２１００万円 

カントリー 

エレベーター

肥料加工 
(複合肥料) 

圃場

【ボイラー】 

8時間運用 

ＴＢＢ-２５０型 
燃焼能力  250kg/h 

50万kcal/h 

施設暖房 
8h/日 

150日／年 

0.25t/h×8h/日×150日＝300t 

もみ殻300ｔ 

障がい者雇用（？） 

もみ 

50万kcal/h 

・価格設定は？ 
・肥料形態は？ 

・量的に地元消費か 

熱効率５７％？ 

参考） 
展示即売施設 
温風ボイラー 
 10万kcal×1台 
  5万kcal×2台 

参考） 
 1.2万円/t 廃棄物ならば 
  ３６０万円の処分料 

ランニングコスト 

 電気代    30万円／年 

 メンテナンス 60万円／年（一般値） 

資料２－１

袋づめ 

障がい者雇用（？） 

試算） 
灯油換算 69kL(690万円) 
        170t-CO2

50円/kgで売却なら 
300万円の収入 

３６００袋 

1000円/袋で売却なら 
360万円の収入 

17kg/袋 



試算） 
灯油換算 21kL(210万円) 
        51t-CO2

②苺ハウス型 

小型バイオマスボイラーでもみ殻を燃焼させ、園芸ハウス暖房
【設定】 

 ○ 苺ハウスで11月～3月までの150日間，終日稼働 

 ○ ５万kcal／h タイプ使用 

             参考） ネポンの150～200坪用（HK2027）で５万kcal／h 

灰 １０ｔ
可溶性ケイ酸 

４0％ 

【特徴】 ○比較的に安価で導入が可能 

    ○燃料費はタダ 

    ○ライスセンター・カントリーから離れていてもＯＫ 

     ○可溶性ケイ酸を４０％程度含有する灰が得られる 

【課題】 ○燃料（もみ殻）の運搬や保管用スペースが必要 

もみ殻使用量 ５０ｔ／年 

ボイラー価格 ２３０万円 

圃場

0.014t/h×24h/日×150日＝50t 

３０００袋 

袋づめ 
籾殻ハウス 

もみ 

・園芸用に譲渡・販売 
・コンポスト基材で利用 
・融雪剤としての販路 
・相対とりひき？ 

熱効率１００％？ 

もみ殻50ｔ 

・可溶性の計測は1回のみ 
・可溶性の安定性は不明 

袋づめ 

販売 

・ライムソワーで散布 
・他の肥料と混合して散布？ 

６００袋 

1000円/袋で売却なら 
60万円の収入 

ランニングコスト 
 電気代    15万円／年 
 メンテナンス  3万円／年 

資料２－２

灯油ボイラー 

17kg/袋 

例） 

削減量） 

 灯油4kL(40万円) 

 10t-CO2

カントリー 

エレベーター

ライス 

センター

【法人ボイラー】 

24時間運用 

NPM-５０型 
燃焼能力  14kg/h 

5万kcal/h 

苺ハウス 
24h/日 

150日／年 

5万kcal/h 

参考) 
千手農園 
３００坪 



・稼働していない筐体を活用 

原価18円/kg以下？ 

③ペレット型 

もみ殻ペレットを製造し、もみ殻保管スペースを確保できない園芸ハウスで活用
【設定】 

 ○ カントリー脇に移動式ペレタイザーでペレット製造  

 ○ 花木ハウスで11月～3月までの150日間，終日稼働 

 ○ ４万kcal／h タイプを仮定 （参考 ネポンの150～200坪用（HK2027）で５万kcal／h）

ペレット灰 ８ｔ
可溶性ケイ酸 

？ ％ 

【特徴】 ○既存の灯油ボイラーを改造するため，初期費用が安くできる。 

    ○減容運搬・保管が容易 

○灰は粒状で扱い易い 

【課題】 ○ペレットへの加工を要するため燃料コストがかかる

    ○燃焼灰の利用は限定的（土壌改良材） 

もみ殻使用量 ４３ｔ／年 

ボイラー価格 

カントリー 

エレベーター

【リースボイラー】 

24時間運用 

WPPCバーナーヘッド
＋ 

ネポンボイラー中古筐体

園芸ハウス 
24h/日 

150日／年 

もみ 

熱効率100％？ 
100kg／h 製造 

土壌改良材 

障がい者雇用（？） 

・撒きやすい形状 
・飛散の心配が無い 

コンポスト基材など 

・移動式のペレタイザーで現場製造 
・既存のペレタイザー利用？ 

袋づめ 

ランニングコスト 
 電気代      万円／年 
 メンテナンス   万円／年 
 燃料代    80万円／年 

資料２－３

ペレット加工 

もみ殻43ｔ 

0.012t/h×24h/日×150日＝43t 

圃場

試算) 
灯油換算 17kL(170万円) 
        41t-CO2

４万kcal/h 

＋ 

・価格？ 



必要熱量調査中 

④静岡製機型 

ライスセンターで発生するもみ殻を燃焼させ、乾燥機の熱源利用
【設定】 

 ○ ３０ｔタイプのボイラーを２０日使用 

     使用もみ殻量 0.128t/h × 15h/日 × 20日 ＝ ３８ｔ 

灰 16ｔ
可溶性ケイ酸 

８％ 

 【特徴】 ○もみ殻を利用した乾燥機 

    ○燃料代不要 

【課題】 ○初期費用が高額 

     ○燃焼灰の利用が限定的 

   ○もみ乾燥のみでは稼働が低い。熱の利用先の確保（例. 南国フルーツ栽培など） 

もみ殻使用量 ７８ｔ／年 

ボイラー価格 １８００万円 

ライス 

センター／ 

カントリー 

エレベーター

圃場

マンゴー栽培

もみ 

３８ｔ 

もみ殻78ｔ 

燻炭 ⇒× 
可溶性ケイ酸⇒× 

土壌改良材 

資料２－４

38t 試 算） 
灯油換算 15kL(150万円) 
        38t-CO2

【法人ボイラー】 

ＳＢ-４０Ｓ型 
燃焼能力  128kg/h 

38万kcal/h 

熱効率85％？ 

乾燥 熱 

４０ｔ 

暖房 熱 

78t 試算） 
灯油換算 31kL(310万円) 
        78t-CO2


